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表紙 ―「オランタ アムステルダム川に架かる橋にて」

photo:斎藤夕子

裏表紙 ―「フランス リヨンの新型トラム」photo:佐藤真

マ ル チ モ ー ダ ル が 都 市 を 楽 し く す る

[ヨ ー ロ ッ パ 編]
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靡隆蠅

73号で、わが国における「コンパクトシティ」の実現に必須となるモビリティ機能の多様化について考察し

た。現実的には、都市構造の歴史的背景や都市計画手法などの違いによって、その実現にはいまだ多くの克

服すべき課題のあることがわかつたが、「コンパクトシティ」は、単なる形態上の都市モデルではなく、コンパクト化するこ

とによつて、都市本来の魅力を回復することにあるということは確認できた。ヨーロッパの人々にとって「コンパクトシテ

ィ」は強力なイメージを与えるといわれる。そのルーツに、中世の者「市があるからだという。とくにオランダの中世都市

は、まさしく「コンパクトシティ」の理想都市である。現在のオランダの都市は、便利で質の高いモビリティ機能によって、

中世以来の理想的な都市像を維持し続けている。もちろん、それぞねの国や都市の歴史、条件の違いを十分認識した

うえで、わが国独自の「コンパクトシティ」を見出す必要があるが、そのベースとなる仕組みとして、クオリティの高いマル

チモーダルな都市は大いに参考になるだろう。そこで、わが国における「コンパクトシティ」の実現に必須となるモビリテ

ィ機能の多様化の実例を、∃一回ッパの中でとりわけ進んでいるオランス そして1980年代以降、交通政策と地方分権

の徹底により都市像を大きく転換させつつあるというフランスの都市に取材し、そのポイント、要件を考察する。
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